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効果検証結果
の次の対策へ

の反映

速度違反取締り

交通指導取締り情報の公開
（警察署ホームページ）

ＰＤＣＡサイクルによる交通指導取締り

交通事故の発生状況等を分析し、取締りを実施する時間、場所等の交通指導取締りに関する方針を策定
した上で、計画的に取締りを実施するとともに、その効果を検証し、検証結果を次の対策に反映するというＰ
ＤＣＡサイクルを機能させることによって、交通事故防止に資する交通指導取締りを推進しています。

△△路線では、信
号無視と一時不停
止違反の取締りを強
化したことから、事故
の減少が認められる
が、○○地域は、マ
ンションが建設され
て、歩行者の事故が
増加傾向にある。

交通事故の発生状況

ＰＤＣＡサイクルによる交通指導取締りとは・・・

○○地域は、
白バイによる
横断歩行者
妨害の取締り
を強化しよう。

警察署協議会など

平成30年1月

沼　津 警察署

沼　津 警察署の速度取締り重点

※重点路線以外の場所、時間帯であっても取締りを実施しています

管内の交通事故発生状況

前年比

1,044 -30

うち重傷事故 40 -4

1,309 -84

うち重傷者 65 15

過去５年（平成25年から29年）の状況

過去５年における発生状況（各年上半期）

沼津市大平地先 ４０km/h

その他取締りの要点等
○大平地先は、伊豆縦貫道が開通して以来、塚本インターから流出し当署管内に流入した車両が、高速道路を走行して
きた勢いそのままに、大平地先の直線道路を高速度で進行し市内に向かいます。
　よって、同所において重点的に速度違反取締りを強化し、市内に向かう車両の速度を抑制することにより重大事故防
止に努めます。
○西間門地先は、沼津港方面から県道３８０号線に向かう抜け道であり、車両幅員が狭く、沿線には小学校、中学校及
び高校があって、児童生徒が利用する道路でありながら、制限速度を大きく超えて進行する車両が目立つことから、速
度取締りを重点的に実施して重大事故抑止に努めます。

３０Km/h９：００～１８：００

速　　度　　取　　締　　り　　指　　針

９：００～１８：００県道原木沼津線

規制速度区域

市道

重点路線 重点時間帯

沼津市西間門地先

負傷者

事故起因者直前速度50km/h以上の死亡または重傷交通事故発生状況 (高速道路、国道バイパスを除く)

死　者 2

平成29年上半期における交通事故発生状況

件　数

平成29年上半期の月別事故発生状況
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平成29年上半期
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海沿いでの交通事故が目立つ

伊豆縦貫道から流入した車両が高速度で市内に向け進行する

可搬式速度違反自動取締装置
を活用した速度違反取締り


